
誰もが参加しやすい
自治会・地域自治協議会活動

まちづくり協働部 市民協働課

テーマ A

令和４年７月３１日 あさご未来会議
令和４年８月 ３日 あさご未来会議オンライン



行政区や自治協への参画者数推移

自治協の参画者数



イベントや事業に制限

Covid-19

予防対策は日常に

イベントや祭り、事業の中止が大きな原因



2022朝来市地域おこし協力隊

コロナだけではない地域のハードル

◆ 世帯主しか参加できない、封建的なムード

◆ 外国籍の方への配慮はできてる？

◆ 高校生や大学生は参画していいの？

◆ 性別で役割が決まっていたり・・・

◆ 引っ越してきた方も意見を言える雰囲気

もちろん地域差があります



48%

糸井地域

48%

竹田地域

54%

粟鹿地域

普段、地域の活動にあまり参加されていない30代、40代の
みなさんの、関心があるかないかデータ

各地域自治協議会で実施された、まちづくり計画策定のためのアンケートより



フリーマーケット

地域の若者が多く参加

地元企業も協賛

駅前ビアガーデン

播但線沿線の活性化

子どもからお年寄りまで

いくの地域 大蔵地域



どのようにすればマッチングできるのでしょうか？

参画者の減少

部会員の減少

若い人に参加
して欲しい

時間が合わない

役をさせられる

無理のない範囲
で参加したい


